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【研究目的】
　利用者がGPS等から得られる位置情報を利用して駐輪場を検索することで、自分により近い駐輪場を見つけることができ、駐輪場を探すことにかかる時間と手間を軽減することを目的とする。
【期待される効果】
　GPS等から得られる位置情報で、利用者が自分の近くにある駐輪場を検索することにより駐輪場を探す時間を軽減し、駐輪場の詳細情報を表示することで料金なども事前に知ることができる。またこのシステムが普及することで、駐輪場を手軽に検索でき違法駐輪や放置自転車などを減らすことにもつながると期待できる。
【研究概要】
　現在自転車の駐輪場を検索できるサイトはほとんどなく、車の駐車場やバイクの駐輪場検索が多い。YahooやGoogle等の地図を使って検索することはできるが、表示されない駐輪場が多く、駐輪場と関係ないものが表示されてしまうこともあり結果が曖昧である。また市のホームページには駐輪場の情報があるが、パソコンからしか見ることがでず地図も大まかなものしかないため場所が分かりにくい。このため初めて行く場所やあまり行かないところに行った場合、駐輪場を探すことに無駄な時間を費やすことになってしまう。
こういった問題を減らすためには、その場ですぐに駐輪場を検索できるものが必要となってくる。簡単に近くの駐輪場を検索するのに最も適しているものは、携帯電話に付いているGPS等の位置情報取得機能であると考える。そこで本研究では、現在位置情報を利用した駐輪場検索を可能にすることで、駐輪場を探すための時間の軽減を目指す。GPS等を利用することで、手軽に駐輪場を調べることができ、事前に駐輪場の場所を調べていなくてもその場ですぐに検索することができる。更に地図などの情報の他に料金や駐輪時間といった駐輪場の情報を表示することで、より使いやすいものを目指す。
本研究での研究手順は、まず現在の駐輪場を取り巻く現状の調査を行い、その中で問題点の洗い出しをする。そして問題等の解決のためのアプローチの検討を行い、必要なシステムの設計・実装を模索する。現状調査では自転車駐輪場に限らず、車の駐車場やバイクの駐輪場などの情報化の実例も参考とし、システムの構築に当たっては現状調査等から見つかった問題点の解決等も考慮する。
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